
 

Yumenodai75 兵庫県立夢野台高等学校第２学年 学年通信 第 4 号 

  2021.06.21 発行 

第９６回 夢野台高校 文化祭  

6 月 11日金曜日に常盤アリーナで文化祭が行われました。昨年はコロナウイルス感染症拡大

防止のため中止となったので 75回生は初めての文化祭でした。２年・３年の各クラスで作成し

た「クラス動画」、「新制服・ファッションショー」、「各文化部の演技」を夢野台高校生全員で盛

り上げることができ、思い出深い１日となりました。 

 

〇僕は動画編集を任せてもらって本当に良かったと思います。動画を撮っている時はシュ

ールでしたが、クラスのみんなが笑顔で映ってくれていたので、動画を編集している時は

とても楽しかったです。このできることが制限される中で、新しく始まった文化祭の動画

作品が、これからも続いたらいいなと思いました。1組 男子 

〇高校初の文化祭はクラス動画など特別なことが沢山でとても楽しかったです。 私達は今まで

にはない特別な文化祭ができた！と前向きになれる素敵な文化祭でした。来年は屋台などのあ

る文化祭でもっと弾けたいです。２組 女子 

○新制服の投票は今年ならではの演目で、そこに立ち会えたのは嬉しかったです。私は中学生

の時、ちょうど新制服になってから入学する学年でした。新しくなった制服に胸を躍らせてい

たのを今でもよく覚えています。当時はただただ新しい制服を身につけているという感覚でし

た。しかし、こうして自分が未来の制服について考える立場になってみて、ひとつの制服にも

沢山の人のアイディアや想いが込められていることを改めて感じました。３組 女子 

〇クラス動画を作るのは大変でしたがみんなで色々考えたり作ったりするのはとても楽しく、

文化委員として良い経験ができました。２年・３年のクラス動画も文化部の演技もクオリティ

が高く、とても驚きました。初めての文化祭は思っていたよりも面白く、楽しいものになりま

した。４組 女子 

〇私はこの文化祭を通して最も印象に残ったのはクラス紹介動画でした。どの作品もクオリテ

ィが高く、驚き心に残りました。特に 3 年 2 組の『土曜日のダウンタウン』が面白く来年作成

する時には、この動画を超えたいです。5組 男子  

〇今年の文化祭はコロナの影響もあり制限された中での開催でしたが、２年・３年クラス動画や文

化部による演技はとても素晴らしいものでした。文化祭準備をする中でもたくさんの人の協力があ

ってとても充実した文化祭となりました。6組 男子 

 

 



〇私達のクラスは全員でバカッコイイ動画を、いつ成功するかわからない中、どのクラスよ 

りも長い撮影期間で全員が挑んだので、クラスの団結力も高まったと思います。この良い 

雰囲気を文化祭から体育祭に繋げれたらなと思います。7組 女子 

(「バカッコイイ」とは、くだらないけれど、成功するとかっこいいといった意味。) 

 

コロナ禍でのドイツの文化政策 

                              2年 5組担任  

「文化芸術は贅沢品ではない。食料と同じ国民の生命維持に不可欠なものです。」とドイツのメ

ルケル首相は 2020年 4月に発言した。言葉に心が宿っていた。この人に委ねていればドイツは

大丈夫なんじゃないかという安心感が生まれていったとドイツ在住の友人が Web 会議で語って

いた。 

実際に手厚い支援があり、フリーランスの芸術家に対して「即時支援」を決め、申請して受理

されたら 2、3 日後にはお金が振り込まれ 14 万人が支援を受けた。生命維持のため、収入が幾

らかも問われず、今は収入も仕事もありませんという自己申告だけで、3 カ月分の生活費が貰

え、その後は前年の月収入に応じた支援が行われた。そのスピード感と英断はドイツ国内では

高く評価された。 

ドイツでは、自動車製造業に次ぐ第二の産業が文化芸術だ。ユダヤ人などを虐殺し、ヒトラ

ーの統治に反対した勢力を徹底的に弾圧したナチス時代(1933年～1945年)に、新しい芸術や文

化を退廃芸術として迫害した歴史がドイツにはある。この反省から経済以上に文化を途絶えさ

せてはいけないとの意識がある。そして、芸術家には新型コロナウイルス感染症収束後すぐに

活動できる環境作りまで考えたからだという。 

「デジタル・コンサートホール」を無料開放したベルリン・フィルハーモニー 

2020年 3 月には、世界的な新型コロナウイルス感染拡大の影響により、あらゆる経済・文化

活動が制限されコンサートの開催が不可能となった。このような深刻な状況に鑑み、ドイツの

ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団（独語：Berliner Philharmoniker)は有料サイト「デジタ

ル・コンサートホール」の全ての映像コンテンツを数か月にわたって無料開放した。 

1965 年にクラシック音楽の映像化事業に着手し、通常数千人の観客を数億人に増やしたのは

ベルリン・フィルハーモニーを率いたヘルベルト・フォン・カラヤン（1908 年～1989 年））だ

った。今また音の完成度から配信技術とその配慮ある運営まで、否応なしに進むデジタル化に

ドイツは立ち向かっているのだ。 

７月行事予定 

5日(月)～9日(金)期末考査  12日(月) ベネッセ総合学力模試 

13日(火) ～16日(金)特編授業   15日(木)2年球技大会 

16日(金)特編授業 職業人に聞く(4限)   19 (月)大掃除・学年集会 

20日 (火) 終業式   21日 (水)・26日 (月) ～30(金)夏季講習・三者面談 

 


